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IGMPスヌーピングについて

デバイスの IGMPスヌーピングはディセーブルにしないことを推奨します。IGMPスヌー
ピングをディセーブルにすると、デバイス内で誤ったフラッディングが過度に発生し、

マルチキャストのパフォーマンスが低下する場合があります。

（注）

IGMPスヌーピングソフトウェアは、VLAN内のレイヤ 2 IPマルチキャストトラフィックを
調べて、該当する受信側が入っているポートを検出します。IGMPスヌーピングではポート情
報を利用することにより、マルチアクセス LAN環境における帯域幅消費量を削減し、VLAN
全体へのフラッディングを回避します。IGMPスヌーピングは、マルチキャスト対応ルータに
接続されたポートを追跡して、ルータによる IGMPメンバーシップレポートの転送機能を強化
します。トポロジの変更通知には、IGMPスヌーピングソフトウェアが応答します。デバイス
では、IGMPスヌーピングがデフォルトでイネーブルになっています。

この図に、ホストと IGMPルータ間に設置された IGMPスヌーピングスイッチを示します。
IGMPスヌーピングスイッチは、IGMPメンバーシップレポートおよび Leaveメッセージをス
ヌーピングして、必要な場合にだけ接続された IGMPルータに転送します。
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{Vlan,Mac}ルックアップにより、IGMPv2のレポートはすでにアタッチされている受信者
にフラッド/転送され、この結果は report-suppressionに表示されます。これは、CiscoNexus
3550-T 10.1(2t)リリースのみに固有のものです。

（注）

図 1 : IGMPスヌーピングスイッチ

IGMPスヌーピングソフトウェアは、IGMPv1、IGMPv2、および IGMPv3コントロールプレー
ンパケットの処理に関与し、レイヤ 3コントロールプレーンパケットを代行受信して、レイ
ヤ 2の転送処理を操作します。

Cisco NX-OS IGMPスヌーピングソフトウェアには、次のような独自機能があります。

• MACアドレスに基づいたマルチキャスト転送

IGMPスヌーピングの詳細については、「RFC4541」を参照してください。

IGMPv1および IGMPv2
IGMPv1と IGMPv2は両方とも、メンバーシップレポート抑制をサポートします。つまり、同
一サブネット上の2つのホストが同一グループのマルチキャストデータを受信する場合、他方
のホストからメンバーレポートを受信するホストは、そのレポートを送信しません。メンバー

シップレポート抑制は、同じポートを共有しているホスト間で発生します。

各 VLANスイッチポートに接続されているホストが 1つしかない場合は、IGMPv2の高速脱
退機能を設定できます。高速脱退機能を使用すると、最終メンバーのクエリーメッセージがホ

ストに送信されません。ソフトウェアは IGMP Leaveメッセージを受信すると、ただちに該当
するポートへのマルチキャストデータ転送を停止します。

IGMPv1では、明示的な IGMP Leaveメッセージが存在しないため、特定のグループについて
マルチキャストデータを要求するホストが存続しないことを示すために、メンバーシップメッ

セージタイムアウトが利用されます。
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高速脱退機能がイネーブルになっている場合、他のホストの存在は確認されないため、

最終メンバーのクエリーインターバル設定が無視されます。

（注）

IGMPスヌーピングクエリア
マルチキャストトラフィックをルーティングする必要がないために、Protocol-Independent
Multicast（PIM）がインターフェイス上でディセーブルになっている場合は、メンバーシップ
クエリーを送信するように IGMPスヌーピングクエリアを設定する必要があります。このクエ
リアは、マルチキャスト送信元と受信者を含み、その他のアクティブクエリアを含まない

VLANで定義します。

VLANで任意の IPアドレスを使用するようにクエリアを設定できます。

ベストプラクティスとして、簡単にクエリアを参照できるようにするには、一意の IPアドレ
ス（スイッチインターフェイスまたはホットスタンバイルータプロトコル（HSRP）仮想 IP
アドレスでまだ使用されていないもの）を設定するべきです。

クエリアの IPアドレスは、ブロードキャスト IPアドレス、マルチキャスト IPアドレス、
または 0（0.0.0.0）にしないでください。

（注）

IGMPスヌーピングクエリアがイネーブルな場合は、定期的に IGMPクエリーが送信されるた
め、IPマルチキャストトラフィックを要求するホストから IGMPレポートメッセージが発信
されます。IGMPスヌーピングはこれらの IGMPレポートを待ち受けて、適切な転送を確立し
ます。

IGMPスヌーピングクエリアは、RFC 2236に記述されているようにクエリア選択を実行しま
す。クエリア選択は、次の構成で発生します。

•異なるスイッチ上の同じ VLANに同じサブネットに複数のスイッチクエリアが設定され
ている場合。

•設定されたスイッチクエリアが他のレイヤ 3 SVIクエリアと同じサブネットにある場合。

IGMPスヌーピングの前提条件
IGMPスヌーピングには、次の前提条件が適用されます。

•デバイスにログインしている。

•この章の例で示すデフォルトのコンフィギュレーションモードは、デフォルト VRFに適
用されます。
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IGMPスヌーピングに関する注意事項と制限事項
IGMPスヌーピングに関する注意事項および制約事項は次のとおりです。

• Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは、遅延を減らすために PIMが無効になっている着信ポー
トのパケットのマルチキャスト DestMACに基づいて、既知のマルチキャストパケットを
転送します。したがって、Cisco Nexus® 3550-Tスイッチの IGMPv1/v2着信レポートは、
既知のマルチキャストの受信者に転送されます。

•低遅延のために、Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは L2ポートの {Vlan,MAC}ルックアップ
のみをサポートします。IPベースの {VLAN,G}または {VLAN,G,S}ルックアップはあり
ません。

• {Vlan,Mac}ルックアップにより、IGMPv2のレポートはすでにアタッチされている受信者
にフラッドされ、この結果は report-suppressionに表示されます。IGMPv3として構成済み
のホストを保持することが推奨されます。

• ip igmp snooping group-timeoutを有効にする必要があります ip igmp snooping proxy
general-queriesを使用する場合のコマンドを参照してください。これを「never」に設定
することをお勧めします。そのように設定しないと、マルチキャストパケットが損失する

場合があります。

• Cisco Nexus® 3550-Tスイッチは、IPv4の IGMPスヌーピングをサポートしていますが、
IPv6のMLDスヌーピングはサポートしていません。

•レイヤ 3 IPv6マルチキャストルーティングはサポートされていません。

デフォルト設定

デフォルトパラメータ

有効IGMPスヌーピング

有効明示的な追跡

無効高速脱退

1秒最終メンバークエリ間隔

無効スヌーピングクエリア

有効レポート抑制

有効リンクローカルグループ抑制

無効Optimise-multicast-flood
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デフォルトパラメータ

無効デバイス全体での IGMPv3レポート抑制

有効（Enabled）VLANごとの IGMPv3レポート抑制

IGMPスヌーピングパラメータの設定

Cisco IOSのCLIに慣れている場合、この機能のCisco NX-OSコマンドは従来のCisco IOS
コマンドと異なる点があるため注意が必要です。

（注）

他のコマンドを有効にする前に、IGMPスヌーピングをグローバルにイネーブルにする必
要があります。

（注）

グローバル IGMPスヌーピングパラメータの設定
グローバルに IGMPスヌーピングプロセスの動作を変更するには、オプションの IGMPスヌー
ピングパラメータを設定します。

IGMPスヌーピングパラメータの注記

• IGMPスヌーピングプロキシパラメータ

IGMP一般クエリー（GQ）の各インターバルでスヌーピングスイッチにかかる負担を減
らすために、Cisco NX-OSソフトウェアには、マルチキャストルータに設定されたクエ
リーインターバルから、IGMPスヌーピングスイッチの定期的な一般クエリー動作を分離
する方法が用意されています。

IGMP一般クエリーをすべてのスイッチポートにフラッディングする代わりに、マルチ
キャストルータからの一般クエリーを消費するようにデバイスを設定できます。デバイス

が一般クエリーを受信すると、現在アクティブなすべてのグループに対してプロキシレ

ポートを生成し、ルータのクエリーで指定されたMRTで指定されている期間でプロキシ
レポートを配布します。同時に、マルチキャストルータの定期的な一般クエリーのアク

ティビティに関係なく、デバイスは、ラウンドロビン方式でVLANの各ポート上に IGMP
一般クエリーを送信します。これは、次の式によって算出されるレートで VLANのすべ
てのインターフェイスを順に処理します。

レート = {VLAN内のインターフェイスの数} * {設定されたMRT} * {VLANの数}

このモードでクエリーを実行する場合、デフォルトMRT値は 5,000ミリ秒（5秒）です。
VLANにスイッチポートが 500個あるデバイスの場合、システムのすべてのインターフェ
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イスを一巡するには 2,500秒（40分）かかります。これは、デバイス自体がクエリアの場
合でも同様です。

この動作は、随時 1台のホストだけが一般クエリーに応答し、デバイスのパケット/秒
IGMP機能を下回るレートによる同時レポートレートが保持されることを確実にします
（約 3,000～ 4,000 pps）。

このオプションを使用する場合は、ip igmp snooping
group-timeoutを変更する必要があります。 パラメータを高
い値に設定するか、タイムアウトしないようにします。

（注）

ip igmp snoopingプロキシの一般的なクエリ mrtコマンドを使用すると、スヌーピング機
能はマルチキャストルータからの一般クエリーにプロキシ応答するようになる一方で、指

定されたMRT値を持つ各スイッチポートに対するラウンドロビン式の一般クエリーの送
信も行われます。（デフォルトのMRT値は 5秒です）。

• IGMPスヌーピンググループタイムアウトパラメータ

グループタイムアウトパラメータを設定すると3回連続で一般クエリーの処理できなかっ
た場合のメンバーシップの期限切れ動作がディセーブルになります。グループメンバー

シップは、デバイスがそのポートで明示的な IGMP脱退を受信するまで、特定のスイッチ
ポートに残ります。

The ip igmp snooping group-timeout {timeout | never}コマンドは 3回連続で一般クエリーを
受信しなかったときの IGMPスヌーピンググループメンバーシップの期限切れ動作を変
更するか、ディセーブルにします。

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 次のコマンドを使用して、グローバル IGMPスヌーピングパラメータを設定します。

説明オプション

デバイスの IGMPスヌーピングをイネーブルにしま
す。デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping

switch(config)# ip igmp snooping

IGMPスヌーピングの設定
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説明オプション

このコマンドの no形式により、グローバル
設定がディセーブルになっている場合は、

個々のVLANで IGMPスヌーピングがイネー
ブルであるかどうかに関係なく、すべての

VLANで IGMPスヌーピングがディセーブ
ルになります。 IGMPスヌーピングを無効
にすると、Cisco Nexus® 3550-Tswitchは
IGMPスヌーピングパケット処理のみを無
効にします。したがって、このコマンドの

no形式を使用しても、マルチキャストパ
ケットを含む IGMPパケットはハードウェ
アで転送されません。

（注）

イベント履歴バッファのサイズを設定します。デフォ

ルトは smallです。
ip igmp snooping
event-history

switch(config)# ip igmp snooping
event-history

デバイス上のすべてのVLANのグループメンバーシッ
プタイムアウト値を設定します。

ip igmp snooping
group-timeout {minutes | never}

switch(config)# ip igmp snooping
group-timeout never

デバイス全体のリンクローカルグループ抑制を構成

します。デフォルトではイネーブルになっています。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

switch(config)# ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

デバイスの IGMPスヌーピングプロキシを設定しま
す。デフォルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-inquiries [ mrt
seconds]

switch(config)# ip igmp snooping
proxy general-inquiries

マルチキャスト対応ルータに送信されるメンバシップ

レポートトラフィックを制限します。レポート抑制

ip igmp snooping
v3-report-suppression

をディセーブルにすると、すべての IGMPレポートが
そのままマルチキャスト対応ルータに送信されます。

デフォルトではイネーブルになっています。
switch(config)# ip igmp snooping
v3-report-suppression

IGMPスヌーピングの設定
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説明オプション

IGMPv3レポート抑制およびプロキシレポートを設定
します。デフォルトではディセーブルになっていま

す。

ip igmp snooping
report-suppression

switch(config)# ip igmp snooping
report-suppression

ステップ 3 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

VLANごとの IGMPスヌーピングパラメータの設定
VLANごとに IGMPスヌーピングプロセスの動作を変更するには、オプションの IGMPスヌー
ピングパラメータを設定します。

このコンフィギュレーションモードを使用して目的の IGMPスヌーピングパラメータを
設定します。ただし、この設定は指定した VLANを明示的に作成した後にのみ適用され
ます。VLANの作成については、『Cisco Nexus 9000 Series NX-OS Layer 2 Switching
Configuration Guide』を参照してください。

（注）

手順

ステップ 1 configure terminal

例：

switch# configure terminal
switch(config)#

グローバルコンフィギュレーションモードを開始します。

ステップ 2 ip igmp snooping

例：

switch(config)# ip igmp snooping

IGMPスヌーピングをイネーブルにします。デフォルトではイネーブルになっています。

IGMPスヌーピングの設定
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このコマンドのno形式により、グローバル設定がディセーブルになっている場合は、
個々の VLANで IGMPスヌーピングがイネーブルであるかどうかに関係なく、すべ
ての VLANで IGMPスヌーピングがディセーブルになります。 IGMPスヌーピング
をディセーブルにすると、レイヤ2マルチキャストフレームがすべてのモジュールに
フラッディングします。

（注）

ステップ 3 vlan configuration vlan-id

例：

switch(config)# vlan configuration 2
switch(config-vlan-config)#

VLANに対して目的の IGMPスヌーピングパラメータを設定します。これらの設定は、指定
した VLANを作成するまで適用されません。

ステップ 4 次のコマンドを使用して、VLANごとに IGMPスヌーピングパラメータを設定します。

説明オプション

現在のVLANに対して IGMPスヌーピングをイネー
ブルにします。デフォルトではイネーブルになって

います。

ip igmp snooping

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping

プレフィックスリストまたはルートマップポリシー

に基づいて、IGMPスヌーピングレポートにフィル
ip igmp snooping access-group
{prefix-list | route-map}
policy-name interface interface

slot/port
タを設定します。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping access-group prefix-list
plist interface ethernet 1/2

各ポートに接続されたそれぞれのホストから送信さ

れる IGMPv3メンバーシップレポートを、VLAN別
ip igmp snooping
explicit-tracking

に追跡します。デフォルトは、すべてのVLANでイ
ネーブルです。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping explicit-tracking

IGMPv2プロトコルのホストレポート抑制メカニズ
ムのために、明示的に追跡できない IGMPv2ホスト

ip igmp snooping fast-leave

をサポートします。高速脱退がイネーブルの場合、
switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping fast-leave IGMPソフトウェアは、各 VLANポートに接続され

たホストが 1つだけであると見なします。デフォル
トは、すべての VLANでディセーブルです。

指定した VLANのグループメンバーシップタイム
アウトを設定します。

ip igmp snooping group-timeout
{minutes | never}

IGMPスヌーピングの設定
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説明オプション

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping group-timeout never

いずれのホストからも IGMPクエリーメッセージへ
の応答がないまま、最終メンバのクエリーインター

ip igmp snooping
last-member-query-interval 秒

バルの期限が切れた場合に、関連するVLANポート
からグループを削除します。有効範囲は1～25秒で
す。デフォルト値は 1秒です。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping last-member-query-interval 3

指定した VLANの IGMPスヌーピングプロキシを
設定します。デフォルトは 5秒です。

ip igmp snooping proxy
general-queries [mrt seconds]

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping proxy general-queries

マルチキャストトラフィックをルーティングする必

要がないため、PIMをイネーブルにしていない場合
ip igmp snooping querier
ip-address

に、スヌーピングクエリアを設定します。IPアドレ
スは、メッセージの送信元として使用します。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping querier 172.20.52.106

マルチキャストトラフィックをルーティングする必

要がないため、PIMをイネーブルにしていない場合
ip igmp snooping
querier-timeout 秒

の、IGMPv2のスヌーピングクエリアタイムアウト
値を設定します。デフォルト値は 255秒です。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping querier-timeout 300

マルチキャストトラフィックをルーティングする必

要がないため、PIMをイネーブルにしていない場合
ip igmp snooping
query-interval 秒

に、スヌーピングクエリーインターバルを設定しま

す。デフォルト値は 125秒です。
switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping query-interval 120

マルチキャストトラフィックをルーティングする必

要がないため、PIMをイネーブルにしていない場合
ip igmp snooping
query-max-response-time 秒

に、クエリーメッセージのスヌーピングMRTを設
定します。デフォルト値は 10秒です。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping query-max-response-time 12

プレフィックスリストまたはルートマップポリシー

に基づいて、IGMPスヌーピングレポートにフィル
ip igmp snooping report-policy
{prefix-list | route-map}
policy-name interface interface

slot/port
タを設定します。デフォルトではディセーブルになっ

ています。

IGMPスヌーピングの設定
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説明オプション

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping report-policy route-map rmap
interface ethernet 1/4

マルチキャストトラフィックをルーティングする必

要がないため、PIMをイネーブルにしていない場合
ip igmp snooping
startup-query-count value

に、起動時に送信されるクエリー数に対してスヌー

ピングを設定します。
switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping startup-query-count 5

マルチキャストトラフィックをルーティングする必

要がないため、PIMをイネーブルにしていない場合
ip igmp snooping
startup-query-interval 秒

に、起動時のスヌーピングクエリーインターバルを

設定します。
switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping startup-query-interval 15000

指定したVLANのロバストネス値を設定します。デ
フォルト値は 2です。

ip igmp snooping
robustness-variable value

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping robustness-variable 5

マルチキャスト対応ルータに送信されるメンバシッ

プレポートトラフィックを制限します。レポート抑

ip igmp snooping
report-suppression

制をディセーブルにすると、すべての IGMPレポー
トがそのままマルチキャスト対応ルータに送信され

ます。デフォルトではイネーブルになっています。
switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping report-suppression

マルチキャストルータへのスタティック接続を設定

します。ルータと接続するインターフェイスが、選

ip igmp snooping mrouter
interface interface

択した VLANに含まれている必要があります。
ethernet slot/portのように、インターフェイスはタイ
プおよび番号で指定できます。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping mrouter interface ethernet
1/1

VLANのレイヤ 2ポートをマルチキャストグループ
のスタティックメンバーとして設定します。ethernet

ip igmp snooping static-group
group-ip-addr [source
source-ip-addr] interface interface slot/portのように、インターフェイスはタイプおよ

び番号で指定できます。

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping static-group 230.0.0.1
interface ethernet 1/1

指定した VLANのリンクローカルグループ抑制を
設定します。デフォルトではイネーブルになってい

ます。

ip igmp snooping
link-local-groups-suppression

IGMPスヌーピングの設定
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説明オプション

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping link-local-groups-suppression

指定したVLANの IGMPv3レポート抑制およびプロ
キシレポートを設定します。デフォルトではVLAN
ごとに有効になっています。

ip igmp snooping
v3-report-suppression

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping v3-report-suppression

指定したVLANの IGMPバージョン番号を設定しま
す。

ip igmp snooping version value

switch(config-vlan-config)# ip igmp
snooping version 2

ステップ 5 copy running-config startup-config

例：

switch(config)# copy running-config startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアップコンフィギュレーションにコピーしま

す。

IGMPスヌーピング設定の確認
説明コマンド

IGMPスヌーピング設定を VLAN別に表示し
ます。

show ip igmp snooping [vlan vlan-id]

グループに関する IGMPスヌーピング情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping groups [source [group] |
group [source]] [vlan vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピングクエリアを VLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping querier [vlan vlan-id]

マルチキャストルータポートをVLAN別に表
示します。

show ip igmp snooping mroute [vlan vlan-id]

IGMPスヌーピングの明示的な追跡情報を
VLAN別に表示します。

show ip igmp snooping explicit-tracking [vlan
vlan-id] [detail]

IGMPスヌーピングの設定
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IGMPスヌーピング統計情報の表示
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報を表示できます。

説明コマンド

IGMPスヌーピング統計情報を表示します。こ
の出力で、仮想ポートチャネル（vPC）の統
計情報を確認できます。

show ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングのフィルタが設定されてい
る場合、VLANごとに詳細な統計情報を表示
します。

show ip igmp snooping {report-policy |
access-group} statistics [vlan vlan]

IGMPスヌーピング統計情報のクリア
次のコマンドを使用して、IGMPスヌーピング統計情報をクリアできます。

説明コマンド

IGMPスヌーピングの統計情報をクリアしま
す。

clear ip igmp snooping statistics vlan

IGMPスヌーピングフィルタの統計情報をク
リアします。

clear ip igmp snooping {report-policy |
access-group} statistics [vlan vlan]

IGMPスヌーピングの設定例

このセクションでの設定は、指定されたVLANを作成した後にのみ適用されます。VLAN
の作成については、「Cisco Nexus 3550-T Layer 2 Switching構成ガイド」のセクションを参
照してください。

（注）

次に、IGMPスヌーピングパラメータを設定する例を示します。

config t
ip igmp snooping
vlan configuration 2
ip igmp snooping
ip igmp snooping explicit-tracking
ip igmp snooping fast-leave
ip igmp snooping last-member-query-interval 3
ip igmp snooping querier 172.20.52.106
ip igmp snooping report-suppression

IGMPスヌーピングの設定
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ip igmp snooping mrouter interface ethernet 1/1
ip igmp snooping static-group 230.0.0.1 interface ethernet 1/1
ip igmp snooping link-local-groups-suppression
ip igmp snooping v3-report-suppression

次に、プレフィックスリストを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィ
ルタ処理する例を示します。

ip prefix-list plist seq 5 permit 224.1.1.1/32
ip prefix-list plist seq 10 permit 224.1.1.2/32
ip prefix-list plist seq 15 deny 224.1.1.3/32
ip prefix-list plist seq 20 deny 225.0.0.0/8 eq 32

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 1/2
ip igmp snooping report-policy prefix-list plist interface Ethernet 1/3

上記の例では、プレフィックスリストは 224.1.1.1と 224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3
と 225.0.0.0/8範囲のすべてのグループを拒否しています。プレフィックスリストは、一致が
ない場合は暗黙的な「拒否」になります。その他すべてを許可する場合、ip prefix-list plist seq
30 permit 224.0.0.0/4 eq 32を追加します。

次に、ルートマップを設定し、これらを使用して IGMPスヌーピングレポートをフィルタ処
理する例を示します。

route-map rmap permit 10
match ip multicast group 224.1.1.1/32

route-map rmap permit 20
match ip multicast group 224.1.1.2/32

route-map rmap deny 30
match ip multicast group 224.1.1.3/32

route-map rmap deny 40
match ip multicast group 225.0.0.0/8

vlan configuration 2
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 1/4
ip igmp snooping report-policy route-map rmap interface Ethernet 1/5

上記の例では、ルートマップは224.1.1.1と224.1.1.2を許可していますが、224.1.1.3と225.0.0.0/8
範囲のすべてのグループを拒否しています。ルートマップは、一致がない場合は暗黙的な「拒

否」になります。その他すべてを許可する場合、route-map rmap permit 50 match ip multicast
group 224.0.0.0/4を追加します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


